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ノ
イ
エ
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朝
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日
印
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株
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天
候
不
順
が
続
き
四
月
に
な
っ
て
か
ら
の
雪
も
珍
し
い
と
ニ
ュ
ー
ス
で
話
題 

に
な
り
、
野
菜
の
高
騰
が
続
き
、
火
の
車
の
家
計
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う 

な
経
済
状
況
・
・
・
。
世
界
を
見
ま
わ
せ
ば
地
震
に
火
山
爆
発
、
航
空
機
が
運 

航
不
可
能
に
・
・
・
。
そ
れ
で
も
美
し
く
桜
は
風
に
舞
い
、
菜
の
花
は
元
気
に 

田
畑
に
咲
き
乱
れ
て
い
ま
す
。
数
日
前
に
野
菜
を
買
い
に
、
そ
こ
で
餅
つ
き
を 

近
所
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
が
集
ま
っ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。
子
供
時
分
は 

自
宅
の
臼
で
家
族
総
出
で
年
末
に
餅
つ
き
を
し
た
事
を
思
い
出
し
、
し
ば
ら
く 

見
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
辛
味
餅
と
き
な
粉
餅
を
ふ
る
ま
っ
て
下
さ
い
ま
し 

た
。
臼
で
搗
い
た
餅
は
空
腹
を
満
た
す
だ
け
で
な
く
、
心
ま
で
満
た
し
て
く
れ 

ま
し
た
。
「
う
ん
め
い
か
ら
食
べ
て
き
な
」
と
何
回
も
す
す
め
て
く
れ
贅
沢
な 

昼
食
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
別
の
農
家
の
奥
さ
ん
た
ち
が
や
っ
て
い
る
店
に 

寄
っ
た
時
は
、
味
噌
づ
く
り
を
熱
心
に
し
て
い
る
姿
に
出
合
い
。
味
噌
作
り
の 

方
法
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
地
産
地
消
、
安
全
な
食
を
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り 

や
っ
て
い
か
な
く
て
は
・
・
・
と
思
い
ま
す
。 

農
道
を
ゆ
っ
く
り
と
車
を
走
ら
せ
る
と
、
二
人
の
お
ば
あ
さ
ん
が
菜
の
花
の
咲 

く
道
端
で
美
味
し
そ
う
に
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。 

 

唐
突
で
す
が
、
仏
教
書
に
「
空
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
空
の
概
念
は 

「
こ
の
世
の
す
べ
て
の
物
事
（
色
）
は
相
互
に
因
縁
に
よ
っ
て
結
び
つ
き
、
あ 

る
現
象
を
構
成
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
因
縁
の
関
係
性
こ
そ
が
「
空
」
な
の 

で
あ
る
。
」
と
色
と
は
、
存
在
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
が
、
人
と
人
の
結
び
つ
き 

も
目
に
見
え
な
い
縁
が
重
要
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

自
分
が
存
在
し
て
い
る
、
生
き
て
い
る
、
生
活
し
て
い
る
・
・
・
こ
れ
は
個
で 

成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
と
の
結
び
つ
き
か
ら
存
在
し
て
い
る 

と
い
え
る
よ
う
で
す
。
心
が
け
て
一
期
一
会
の
心
を
も
っ
て
・
・
・
と
思
っ
て 

い
ま
す
。 

 

こ
こ
数
年
、
以
前
仕
事
で
お
顔
を
み
た
り
、
一
言
二
言
お
話
を
し
た
作
家
の 

方
が
亡
く
な
り
心
の
ど
こ
か
に
小
さ
な
穴
が
あ
い
た
よ
う
で
す
。 

立
松
和
平
、
井
上
ひ
さ
し
、
少
し
前
に
筑
紫
哲
也
、
加
藤
周
一
・
・
・
突
然
の 

テ
レ
ビ
報
道
や
新
聞
で
顔
写
真
が
出
る
と
、
フ
ッ
と
本
棚
に
並
ぶ
そ
の
作
家
の 

本
を
取
り
出
し
て
ペ
ー
ジ
を
開
き
、
そ
し
て
声
を
聞
く
と
い
う
こ
と
が
習
慣
に 

も
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
存
在
は
、
何
も
人
と
い
う
「
か
た 

ち
」
だ
け
で
な
く
本
の
中
に
当
時
の
声
の
ま
ま
活
字
と
な
っ
て
生
き
て
い
る
こ 

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
作
家
の
素
顔
を
思
い
出
し
ま
す
。 

〈
ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
ご
案
内
〉 

＊ 

五
月
二
日
（
日
）
～
九
日
（
日
）
休
廊 

 

第
三
回 

本
間
教
室
（
講
師
・
本
間
重
雄
） 

「
実
学
か
ら
虚
学
へ
、
虚
学
か
ら
実
学
へ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
ノ
イ
エ
ス
企
画
〉 

日
時 

五
月
十
一
日
（
火
）
午
後
三
時
～ 

 
 
 

ノ
イ
エ
ス
朝
日 

ス
ペ
ー
ス
１ 

聴
講
料 

一
〇
〇
〇
円 

＊
お
申
し
込
み
は
、
五
月
一
日
ま
で
に
お
電
話
下
さ
い
。 

  

都
木
源
之
輔
絵
画
展 

 

〈
企
画
展
〉 

五
月
十
三
日
（
木
）
～
十
九
日
（
火
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
） 

  

第
三
回 

群
馬
工
芸
美
術
会
五
月
展 

 

〈
企
画
展
〉 

五
月
二
十
二
日
（
土
）
～
五
月
三
十
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
） 

  

田
中
栄
作
新
作
展 

 

〈
企
画
展
〉 

六
月
五
日
（
土
）
～
十
三
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
） 

 

木
村 
明 
ガ
ラ
ス
展 

 

〈
企
画
展
〉 

六
月
十
九
日
（
土
）
～
二
十
七
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
） 

  

〈
新
刊
の
ご
案
内
〉 

三
輪
真
純
「
生
き
方
を
求
め
て
」 

講
述
選
集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定
価
一
〇
〇
〇
円
（
税
込
） 

 
 

「
い
つ
も
笑
顔
で
あ
り
が
と
う
」
「
心
の
ふ
れ
あ
い
は
生 

き
る
力
」
に
続
い
て
ノ
イ
エ
ス
で
の
三
冊
目
の
著
作
。 

九
十
五
歳
に
な
っ
た
三
輪
真
純
先
生
の
二
〇
〇
〇
回
以
上 

に
も
お
よ
ぶ
行
脚
先
で
の
講
演
の
中
か
ら
代
表
的
な
も
の 

を
選
ん
で
ま
と
め
ま
し
た
。 

表
紙
・
本
文
中
写
真
・
・
・
稲
葉
州
治 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
書
籍
コ
ー
ナ
ー
に
て
前
著
作
二
冊
も
販 

売
い
た
し
て
い
ま
す
。 

  

〈
県
内
展
覧
会
の
ご
案
内
〉 

 

粉
も
の
上
州
風
土

フ

ー

ド

記 

四
月
二
十
九
日
（
木
・
祝
）
～
八
月
二
十
九
日
（
日
） 

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館 

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
五
時
（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
） 

休
館
／
月
曜
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
、
翌
日
休
館
） 

観
覧
料
／
一
般
三
〇
〇
円
・
大
高
生
二
〇
〇
円
・
中
学
生
以
下
無
料 

電
話 

０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２
（
歴
史
博
物
館
） 

 

歴
博
シ
ョ
ッ
プ
に
て
、
群
馬
県
産
の
粉
を
使
っ
た
う
ど
ん
、
ラ
ー
メ

ン
、
粉
（
う
ど
ん
、
す
い
と
ん
、
パ
ン
な
ど
）
も
販
売
。 

図
録
に
は
、
粉
を
使
っ
た
上
州
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
も
掲
載
。 

歴
博
シ
ョ
ッ
プ
直
通
電
話 

０
２
７
・
３
４
７
・
８
１
３
３ 

   

水
上
勉
の
世
界 

 

四
月
二
十
四
日
（
土
）
～
六
月
二
十
日
（
日
） 

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館 

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
五
時
（
入
館
は
四
時
三
十
分
ま
で
） 

休
館
／
火
曜
日
（
五
月
四
日
は
開
館
、
五
月
六
日
は
休
館
） 

入
館
料
／
一
般
四
〇
〇
円
・
大
高
生
二
〇
〇
円
・
中
学
生
以
下
無
料 

電
話 

０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
１
（
文
学
館
） 

 

関
連
行
事 

 

申
込
み
が
必
要
で
す
。 

水
上
勉
原
作
映
画
鑑
賞
会 

５
／
３
「
飢
餓
海
峡
」 

 
 

５
／
４ 

「
五
番
町
夕
霧
楼
」 

上
映
時
間 

午
後
一
時
～ 

 

定
員
一
〇
〇
名 

記
念
講
演
会
「
父 

水
上
勉
の
こ
と
」
窪
島
誠
一
郎 

５
／
１６ 

記
念
講
演
会
「
水
上
勉
先
生
の
こ
と
」
佐
々
木 

愛 

６
／
１３ 

講
演
会
の
時
間
は
両
日
、
午
後
二
時
～ 

定
員
一
〇
〇
名 


